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石

蓋

土

墳

に

闘

す

る

覚

書

山

猛／ 

一
、

緒

－一
、

遺

跡

の

賃

例

言

一
、

年

代

と

様

式

四、

聾
結、

箱
式
棺
と
の

関
係緒

冒

宛
者
を
地
中
に
埋
葬
す
る
時
は
必
歩
土
中
に
塘
を
掘
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、

埋
葬
が
行
は
れ
る
限
り、

土
捷
の
碕民
生
は
営
然
の
事
象
で
‘

最
も
簡

車
な
島
ハJ
原
始
的
な
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。

我
が
園
の
最
も
古
い
石
器
時
代
か
ら
の
墓
に
は、

と
う
ゅ
う
土
擦
が
営
然
あ
っ
た
も
の
と
誰
し
も

考
え
る
で
あ
ら
う
が
、

不
幸
に
し
て
縄
文
文
化
期
の
正
確
な
墓
撲
に
闘
す
る
報
告
は
飴
り
多
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

石
器
時
代
D
事
は
暫
く
措

い
て
繍
生
文
化
期
に
於
て
も
、

と
う
ゅ
う
土
擦
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
比
較
的
近
年
の
事
で
あ
る
o

昭
和
四
年
頃
中
山
博
士
は
筑
前
井
尻
の
遺

設
l

跡
で
護
棺
と
共
存
す
る
小
穴
祉
を
墓
壌
で
あ
ら
う
と
推
論
さ
れ
て
い
た
が
、

後
京
都
大
撃
の
島
田
貞
彦、

水
野
清
一

一隅
氏
に
よ
っ
て
と
れ
の
構

浩
を
確
め
ら
れ
た。

昭
和
六
年
に
至
っ
て
中
山
博
士
は
井
尻
に
近
い
雑
鏑
隈
際
隣
接
地
で
、

工
事
中
の
土
擦
を
後
見
さ
れ
、

そ
の
調
査
の
詳
細

は
考
古
墜
雑
誌
第
二
十
一

巻
第
九
競
に
「
雑
銅
隈
醇
附
近
に
護
見
せ
る
石
蓋
土
擦
と
無
蓋
土
壌
」

と
し
て
後
表
さ
れ
る
所
が
あ
っ

た
が
、

と
の

石
苦
土
壌
に
闘
す
る
畳
書

六



干 ←一一一

石
葦
土
壌
に
闘
す
る
畳
寄

一

六

劃
期
的
な
論
文
は
績
稿
が
掲
載
さ
れ
ぬ
ま
L
に
失
は
れ、
そ
の
後
宇
の
先
生
の
所
論
が
見
ら
れ
ぬ
の
は
残
念
で
あ
る。
こ
の
論
文
が
出
て
以

来、
石
蓋
土
境
の
名
が
一
般
に
使
用
さ
れ、
西
日
本
の
各
地
か
ら
ボ
ツ
ポ
ツ
資
料
が
報
ぜ
ら
れ
る
様
に
な
う
た。
中
山
博
士
の
後
見
か
ら
既
に

二
十
年
以
上
を
経
て
い
る
け
れ
ε

も、
吾
々
の
知
見
に
入
っ
た
類
例
は
遺
跡
に
し
て
十
指
を
超
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
と
れ
は
土
境
そ
の
も
の
が

著
し
い
土
盛
り
も
な
く、
石
蓋
を
除
け
ば
何
等
特
異
の
遺
跡
と
し
て
残
る
事
が
な
い
震
に
世
人
の
注
意
を
惹
か
ね
臨
も
あ
っ
て、
皐
術
調
査
も

充
分
行
は
れ
て
い
な
い
現
献
で
あ
る
か
ら、
今
後
乙
の
関
心
を
呼
び
起
し
た
な
ら
ば、
そ
の
資
料
が
増
加
す
る
事
も
期
得
出
来
る
と
思
う。
今

僅
か
の
例
で
結
論
め
い
た
事
を
云
う
に
は
早
や
す
ぎ
る
と
思
う
け
れ
E
も‘
最
近
新
に
墜
友
諸
氏
の
調
査
さ
れ
た
資
料
が
増
加
し
た
の
で、
紹

介
を
朱
ね
て
従
来
の
諸
例
を
類
集
し
て
見
る
事
に
し
た。

中
山
博
士
の
命
名
に
な
る
「
石
蓋
土
境」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は、
箱
式
棺
の
側
石
を
略
し
た
様
な
墓
穴
で、
箱
形
又
は
舟
形
の
土
の
掘
り
込

み
に
一午
石
を
並
べ
て
蓋
と
し
た
も
の
で
あ
る。
但
し
こ
の
蓋
が
植
物
質
の
も
の
で
あ
っ
た
場
合
は
腐
朽
し
て
し
ま
う
の
が
営
然
で、
之
を
中
山

博
士
は
「
失
霊
土
捷」
と
呼
ん
で
居
ら
れ
る。
来
初
め
か
ら
何
等
の
葦
も
な
く
擦
に
土
を
被
ぶ
せ
る
例
も
あ
り、
之
は
「
無
蓋
土
壌」
と
呼
ば

れ
て
い
る。
墳
墓
と
し
て
の
擦
の
蓋
の
有
無
に
依
っ
て
こ
の
様
に
三
つ
の
分
け
方、
か
さ
れ
て
い
る、
が、
一三
者
共
通
の
名
縞
と
し
て
か
つ
て
は

設
2

「
粘
土
櫛」
の
名
が
用
い
ら
れ
た
事
も
あ
っ
た
が、
と
れ
は
高
塚
古
墳
時
代
に
出
現
す
る
「
粘
土
獄」
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
D
で
一
熔
保

留
し、令
「
土
塘」
の
名
主
用
い
度
い
が
車
な
る
「
土
塘」
で
は
墳
墓
で
あ
る
か
ど
う
か
不
明
瞭
で
あ
る
の
で、
「
土
擦
墓」
又
は
「
境
基」
と

ザ

十

パ

カ

呼
ぶ
事
も
出
来
よ
う。
但
し
と
れ
に
も
「
地
τ
式
土
蹟」
と
呼
ば
れ
る
も
の
や
「
横
穴」
も
庚
い
意
味
わ
境
基
に
な
る
の
で、
中

三週
蛍
の
名

前
を
附
け
る
こ
と
は
難
か
し
い
。
ひ
る
が
え
っ
て、
と
の
種
の
遺
跡
を
検
討
す
る
と、
や
は
り
石
蓋
を
す
る
も
の
が
最
も
多
い
の
で、
石
蓋
土

擦
を
以
て
こ
れ
を
代
表
さ
せ
て
差
支
な
い
と
も
云
え
る
で
あ
ら
う。

註
1

中
山
平
次
郎
博
士
「
井
尻
の

調
生
式
遺
跡
」

考
古
筆
雑
誌
第
十
四
巻
第

十
二
観

2

水
野
清
一
、

島
田
貞
彦
氏
「
北
九
州
に
於
け
る

聾
棺
調
査
報
告
」

人
類

事
雑
誌
第
四
十一一一
巻
第
十
披
及
第
十
一

瞬
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遺

跡

の

賓

例

ー
、

熊
本
廓
玉
名
郡
高
遁
村
大
字
山
下
中
這

中
道
貝
塚
の
調
査
は
昭
和
二
十
七
年
八
月
十
六
日
よ
り
玉
名
高

右
蓋
土
壌
に
闘
す
る
鷹
番

えζ二子�

！中ご遺第一競塘
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石
蓋
土
境
に
閲
覧
書

一

六
回

校
較
官
閏
蓬
哲
夫、

熊
本
勝
史
跡
調
査
委
員
坂
本
経
尭
雨
氏
等
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
が
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
何
れ
E
式
の
調
査
報
告
書
が

公
表
さ
れ
る
と
と
に
思
う
が
、

と
L
で
問
題
と
す
る
石
室
土
境
に
関
す
る
資
料
は
、

田
建
氏
の
謄
寝
印
刷
「
中
道
貝
塚
調
査
概
要
報
告
」

に
よ

る
も
の
で
あ
h
u

遺
跡
で
は
環
濠
の

轡
曲
部
ら
し
い
所
に
堆
積
さ
れ
た
貝
塚
と
、

そ
の
外
国
に
後
見
さ
れ
た
土
境
三
基
が
調
査
さ
れ
た
。

土
携
に
つ
い
て
は
三
つ
の
遺
構
が
確
か
め
ら
れ
た
が
、

ニ
ク
は
石
蓋
で
、
一
つ
は
均
蓋
と
も一
云
う
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。

第
一

競

ll
長
さ
一
・
九
米
幅
七
O
糎
に
五
個
の
安
山
岩
よ
り
な
る
石
筆
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
一

仰
は
特
に
大
き
い
。

土
境
の
雨
側
は
従
来

露
出
し
て
い
た
せ
い
か
た
し
か
め
ら
れ
歩、

下
底
は
知
り
得
た
が
雨
方
が
深
く‘
凹
ん
で
、

境
内
よ
り
御
領
式
土
器
敷
片
併
後
見
さ
れ
た
。

の園

会J

第

中道第三塘競



の
が
検
出
さ
れ
た。

第
二
競
ー
ーー
土
擦
は
南
北
の
方
位
を
採
る
が
北
部
の
蓋
石
は
持
去
ら
れ
て
い
て
、
現
存
す
る
も
の
三
個、
石
葦
と
土
擦
と
の
聞
に
は
粘
土
の

目
張
り
を
し
て
い
る。
擦
内
よ
り
極
め
て
小
形
の
扇
平
片
刃
石
斧、
石
蓋
上
よ
り
石
庖
丁
の
残
片
広
加
工
し
て
扇
平
片
刃
石
斧
に
再
生
し
た
も

第
三
競

！ll
石
蓋
の
代
り
に
厚
手
の
大
型
地
破
片
を
以
て
山
形
に
被
覆
し
て
い
る。
他
に
例
の
な
い
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る。
同
一
の
窪
D

口
遅
部
の
破
片
を
上
下
に
合
せ
た
所
は
合
口
蓋
棺
を
思
は
せ
る
も
の
が
あ
る。
然
し
こ
の
土
塘
を
全
部
覆
う
だ
け
の
土
器
片
で
は
な
い
の
で、

擁
内
を
再
び
土
で
埋
め
て
土
器
片
を
か
ぶ
せ
た
も
の
で
あ
ら
う。
全
長
七
O
糎、
幅
四
五
糎
で
あ
る
か
ら、
小
形
の
擦
で
成
人
を
埋
葬
す
る
に

は
無
理
で
は
な
か
ら
う
か。
と
の
遺
跡
の
興
味
あ
る
所
は
貝
塚
が
堆
積
し
た
濠
を
環
濠
と
す
れ
ば、
濠
内
部
の
住
居
祉
の
扶
況
と
と
の
濠
外
の

墳
墓
群
集
地
と
の
関
係
が
見
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
の
で、
更
に
調
寄
面
積
が
掠
張
さ
れ
る
機
曾
を
望
み
た
い
0

・
殊
に
貝
塚
よ
り
後
見
さ
れ
る
土
器

が
摘
生
式
土
器
で、
大
部
分
が
遠
賀
川
式
で
あ
る
事
は、
こ
の
土
境
の
年
代
の
決
定
広
大
き
な
関
連
を
持
っ
て
来
る。
但
し
現
在
の
段
階
に
於

て
は
と
れ
等
の
士
擦
が
何
れ
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
か
は、
直
接
に
は
土
境
を
被
覆
し
て
い
た
第
三
競
の
土
器
の
年
代
が
最
も
決
定
的
な
資
料

と
な
る
事
を
断
宇
る
に
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う。

オ

サ

イ
タ
リp

2、
一
楠
岡
鯨
筑
紫
郡
田
佐
村
井
尻

詫
2

と
の
遺
跡
は
早
く
中
山
博
士
の
調
啓一
報
告
が
あ
り
議
棺
と
土
績
が
併
存
し
て
い
た
が、
と
の
峰摘
を
以
て
墓
穴
で
あ
ら
う
と
さ
れ
た
最
初
の
遺

跡
で
あ
っ
た。
共
の
後
西
徴
金

行宮
車
が
開
設
さ
れ
る
際、
と
の
遺
跡
に
停
留
所
が
出
来
て、
土
採
作
業
に
よ
っ
て
現
は
れ
た
窪
棺
や
土
摘
も

住
吉

あ
り、
島
田
貞
彦、
水
野
清一
一岡
氏
等
に
よ
る
踏
査
が
行
は
れ、
人
類
皐
雑
誌
に
そ
の
報
告
が
載
せ
ち
れ
て
い
る。
と
れ
又
黒
色
土
の
小
穴
陛

が
墓
績
で
あ
ち
う
と
推
定
さ
れ
た
中
山
先
生
の
推
論
を
賀
地
に
詮
明
し
た
最
初
の
報
告
で
あ
っ
た。

停
留
所
南
側
の
断
崖
に
現
は
れ
た
土
携
と
窪
棺
の
間
隔
は
約
八
間
と
あ
り、
土
境
は
赤
土
地
盤
居
に
切
り
込
ま
れ、
火
山
皮
質
の
黒
色
土
を

充
填
し
て
い
る
が、
そ
の
一
つ
に
は
上
部
に
緑
泥
片山石
の
筆
石
を
存
し
黒
土
の
下
に
朱
を
混
じ
た
薄
居
の
あ
る
の
が
認
め
ら
れ
た。
筆
石
は
地

石
葦
土
壊
に
闘
す
る
盟諸
書

一

六

五



右
蓋
土
壌
に
闘
す
る
塾
書

一

六
六

下
一
・
ニ
尺、

床
は
地
下
二
・
五
尺
に
あ
り、

擦
の
壁
は
南
θ
一
端
に
於
て
や
L
上
り
気
味
で、

幅
も
叉
前
方
が
既
に
切
り
取
ら
れ
て
い
る
の

で
明
か
で
な
い
が、

後
方
が
狭
く、

端
が
丸
く
な
っ
て
い
る
勲、

箱
形
の
も
の
と
（
例
え
ば
後
越
の
雑
飼
隈
の
例
の
如
き）
鈎
照
的
で
あ
る
。

周
壁
及
び
床
は
粘
土
を
以
て
国
め
ら
れ
た
ら
し
く、

脱出
存
部
全
長
約
四
尺、

擁
底
の
幅
一
尺
程
度
の
も
の
で
「
舟
形
粘
土
掛」
と
呼
ば
れ
て
い

る。
と
の
石
蓋
土
践
と
並
ん
で、

極
め
て
接
近
し
た
左
右
（
東
西〉
に
無
蓋
土
蹟
が
夫
夫
叉
南
北
に
方
位
し
て
愛
見
さ
れ
て
い
る。

副
葬
品
は

な
か
っ
た
が、

繭
生
式
土
器
の
小
破
片
は
何
れ
に
も
見
ら
れ
た
と
ゅ
う。

ザ
ヴ

シ

日

ノ

ク
マ

3、

稿
岡
牒
筑
紫
郡
大
野
町
難

勧

隈

鹿
児
島
本
線
雑
鈎
隈
隈
に
接
す
る
も
と
波
法
鍛
工
場
構
内、

現
在
B
S
自
縛
車
工
場
敷
地
と
強
定
さ
れ
て
い
る
場
所
は、
昭
和
六
年
頃
初
め

て
工
場
敷
地
と
し
て
地
均
し
が
行
は
れ
た
の
で
、

私
達
も
中
山
博
士
に
御
伴
し
て
何
回
か
現
地
に
行
っ
て
蹴
生
式
土
器
を
採
集
し、
そ
れ
等
の

一
群
の
遺
物
と
し
て
注
意
さ
れ
て
い
る。

構
内
に
竪
穴
住
居
祉
が
あ
り、

北
方
に
僚
溝
が
掘

遺
物
は
今
九
大
の
考
古
事
資
料
室
に
陳
列
さ
れw

ら
れ
て
そ
れ
よ
り
北
に
護
棺
や
箱
式
石
棺、

石
蓋
土
境
が
後
見
さ
れ
て
い
る。
こ
の
溝
は
住
居
地
と
墓
域
を
限
界
す
る
奮
時
の
土
工
で
あ
っ
た

事
は、

営
時
玩
に
中
山
博
士
に
よ
っ
て
注
意
さ
れ
て
い
た
が、

そ
の
詳
細
な
報
告
は
原
稿
が
活
字
に
な
ら
ぬ
ま
L
に
な
っ
て
い
る。

先
生
の
注

意
さ
れ
た
土
擦
は
四
基
に
及
ん
で
、

そ
の
詳
細
は
前
記
考
古
皐
雑
誌
上
に
論
議
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
か
ら、
そ
の
概
略
を
簡
単
に
と
L
に
引

結
晶

用
し
よ
う

第
一
蹴
1

｜
蓋
石
二
枚
を
蛸潤
し
て
取
り
去
ら
れ
長
方
形
箱
形
の
擦
も
前
宇
は
既
に
破
壊
さ
れ
て
い
るo

蓋
石
の
問
や
周
聞
は
粘
土
で
目
張
り

を
施
し、

蓋
石
の
下
面
と
蟻
壁、

境
底
は
赤
色
の
顔
料
を
以
て
塗
ら
れ
て
い
る
。
蓋
石
の
上
に
は、

粘
土
で
目
張
り
し
た
後
に
と
ね
あ
げ
た
赤

土
を
以
て
益
面
を
競
い
更
に
表
土
を
盛
り
あ
げ．
た
と
思
は
れ
る
。

第
二
競

ll
土
採
り
断
面
に
蓋
石
二
個
が
残
さ
れ
て
後
見
さ
れ
た
が、

靖
氏
は
そ
の
一
端
が
確
め
ら
れ
て
長
さ
一
・
五
七
米、

幅
三
四
糎
の

擦
と
知
ら
れ
た。

境
内
に
繍
生
式
均一
個
が
あ
り、

そ
の
位
置
か
ら
み
て
副
葬
品
と
し
て
疑
な
い
も
の
で
あ
ら
う。

培
は
園
の
如
く
或
は
土
師



器
に
近
い
も
の
か
と
も
思
は
れ
る
末
期
的
な
も
の
で
あ
る。
第一
一蹴
の
様
な
朱
痕
と
赤
土
の
被
覆
は
見
出
し
得
な
か
っ
た。

第一一
説
ll
境
穴
が
全
く

制り
去
ら
れ
た
後
に、
四
枚
の
蓋
石
が
残
さ
れ
て
い
た
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
詳
細
は
不
明。

第
四
競

li
遺
跡
の
北
偏
の
地
か
ら
石
蓋
の
土
携
の
破
壊
さ
れ
た
も
の
と、
蓋
の
な
か
っ
た
も
の
二
つ
を
中
山
博
士
が
注
意
さ
れ
て
い
る
が

賓
測
園
と
説
明
の
詳
細
は
緩
稿
に
見
え
る
と
思
は
れ
る
が
そ
の
稜
表
が
な
い
ま
L
と
な
り
詳
細
を
う
か
が
う
こ
と
を
得
な
い
Q

こ
与
に
は
綴
に

第
四
競
と
し
τ

無
蓋
土
境
の
み
を
で
っ
と
し
て
取
扱
っ
て
持
く。

41
稿
岡
懸
糸
島
郡
恰
土
村
石
ケ
崎

支
石
墓
で
つ
と
に
著
名
に
な
っ
た
糸
島
の
平
野
に
望
む
石
ケ
崎
の
丘
陵
地
の
墓
域
に、
窪
棺
と
箱
式
棺
ハ
捧
石
下）
と
共
に
土
擦
三
基
が
報

台
さ
れ
て
い
るo
調
査
者
は
原
田
大
六
氏
で
近
刊、の
考
古
墜
雑
誌（
第
三
十
八
巻
第
五
説）
に
「
一服
岡
懸
石
ケ
崎
の
支
石
墓
を
含
む
原
始
墓
地」

位
置

に
そ
の
概
降
、が
示
さ
れ
て
い
る
G

’

｝

第一
読

！l
護
棺
に
よ
っ
て
切
り
込
ま
れ
た
形
跡
が
あ
る
が、
深
さ
二
尺一
寸
底
に
接
し
て
ほ
ピ
南
北
の
方
位
を
保
つ、
長
さ一
尺
四
寸、』

幅
四
寸
の
長
方
形
。
石
を
中
心
に
十一
一個
の
河
原
石
が
認
め
ら
れ
た。

第
二
続
l
l
深
さ一
尺、
境
底
三
尺
五
寸、
×
二
尺
五
寸
の
卵
形
に
近
い
形
を
し
て
い
るo
撲
中
に
は
全
面
に
石
を
置
い
て
い
る。
最
大
の

も
の
で
ご
・
ニ
×
0
・
七
五
×
0・
三
γ

尺
位
の
河
原
石
三
十
個
許
り
で、
擦
は
舟
底
形
で
あ
る

O

『

第
三
蹴

ll
深
さ一
尺
底
径
長
さ
約
四
尺
幅
三
尺
の
擦
を
穿
ち，
や
は
り
蔽
石
が
あ
るo
偏
園
勺
舟
底
形
で
あ
る・。

右
の
三
つ
の
境
は
箱
形
で
な
く、
平
面
は
長
関
形
で
蓋
石
な
く、
土
中
に
屍
躍
を
埋
葬
し
て
後
河
原
石
と
土
を
以
て
充
填
し
た
も
の
で、
旗

の
断
面
も
凪
欣
の
浅
い
も
の
で
あ
る
事
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る。
中
山
博
士
の
所
謂
無
蓋
土
境
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ら
う。

ヨ
ウ
プ
ク
ロ

シ
ヤ
力
ノ

オ

5、
一
繭
岡
廓
嘉
穂
郡
牽
袋
町
宮
尾

一陪
岡
勝
一位
寺
兵
事
課
に
史
跡
事
務
を
と
っ
て
な
ら
れ
た
故
島
田
寅
次
郎
氏
の
調
査
談
話
を、
中
山
博’
士
が
前
記
考
古
皐
雑
誌
に
於
て
紹
介
さ

万
蓋
土
壌
に
闘
す
る

魔
書

一
・六
七

、、
一

J← -
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石
蓋
土
壌
に
闘
す
る
境
警

れ
て
い
る
の
で

、

と
L
に
そ
の
概
要
を
引
用
す
るo

一

六

八

時
に
は
ニ
ケ
所
の
土
捕
は
殻
掘
さ
れ
て
い
た
が 、

遺
跡
は
台
地
の
上
で

、

多
く
の
合
口
蓋
棺
と
ま
じ
っ
て
三
ケ
所
に
石
蓋
土
嬢
が
認
め
ち
れ
た
と
ゅ
う 。

但
し
島
田
氏
が
現
場
に
到
着
さ
れ
た

一
ケ
所
は
残
さ
れ
て
い
た
と
ゅ
う
o

蓋
石
の
下
面
に
は
赤
色
顔
料
が
塗
抹
さ
れ
て
い
た
が、

野
石
三
四
個
を
並
べ

、

地
表
よ
り

一
尺
二
三
寸
の
深
さ
に
蓋
石
が
あ
り
、

携
は
長
さ
約
五
尺 、

幅
一
尺
五
寸 、

深
さ
一

尺
五
寸
の
長
方
形
の
も

の
で

、

壁
面

は
平
滑
に
な
っ
て
い
た
と
ゅ
うo

境
底
に
は
頭
蓋
骨
及
び
四
肢
骨
の
破
片
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
存
し
た
外
に
は 、

何
等
の
濯
物

も
後
見
さ
れ
な
か
っ
た 。

オ
サ
ユ

キ

8 、

小
倉
市
長
行
小
田事
校
々
薩

小
倉
市
に
合
併
さ
れ
る
迄
は
r
k
郡
一四

谷
村
で 、

長
行
は
紫
川
の
中
流
西
岸
に
面

す
る
丘
陵
性
山
塊
の
縁
還
に
あ
る
村
落
で

あ
る
。

小
事
校
の
敷
地
も
河
岸
の
水
田
面

よ
り

十
米
位
も
高
い
小
丘
陵
の
台
地
上
に

位
置
し
て
い
る
が、

昨
年
校
舎
建
築
の
地

均
工
事
が
行
は
れ
1

窪
棺、

箱
式
棺
と
共

に
石
蓋
土
擦
が
出
て
来
た
が

、

工
事
を
念

い
だ
矯
充
分
の
調
査
が
出
来
て
い
な
い
。

た
ど
そ
の
工
事
中 、

小
倉
高
校
の
田
頭
喬

第二園 長行校庭土境石棺配置園

附出土鏡器賓測 （縮圏2分col)

。

」ι主主地4

：：.抜'11.6,1

。

る

← ＆制Z

;f,；／.宮
古

。
£
る

氏
と
菅
生
中
皐
の
有
野
賢
E
氏
等
が
現
場
で
露
出
さ
れ
た
四
基
の
石
蓋
土
塘
を
賓
見
し
て
・お
ら
れ
る
の
で
現
地
を
訪
ね
て
田
頭
氏
よ
り
そ
の
読



明
を
聞
きト
石
棺
の
賓
測
等
を
行
っ
た
の
で、
と
L
に
報
告
す
る
資
料
は
凡
て
同
氏
よ
り
提
供
を
受
け
て
い
る
事
を
断
っ
て
沿
JW
け

議
棺
は
小
皐
校
の
前
庭
か
ら
後
見
さ
れ、
頚
の
狭
い
坊
に
丸
底
の
土
器
の
下
半
身
を
被
せ
た
も
の
で、
雨
者
を
合
せ
て
も
七
十
糎
を
超
え
る

も
の
で
は
な
い。
下
室
は
口
漣
外
商
に
波
欣
櫛
目
を
繰
ら
し
腹
帯
二
僚
を
持
っ
て
い
る
上
嘉
と
共
に
菅
生
中
壊
で
復
原
整
理
が
し
で
あ
る。
櫛

自
の
鰯
生
柑
は
蹴
生
の
末
期
に
近
い
も
の
と
思
は

長行校庭第三競土境賞測園

〈縮問2分のり

第三園

れ
る。
頚
部
の
内
径一
五
糎
で
あ
る
か
ら
火
葬、

洗
骨
で
な
け
れ
ば、
初
生
児
し
か
容
れ
ら
れ
ぬ
Q

石
蓋
土
携
は
後
庭
か
ら
夫
々
三
・
三
五
米

11

五
・
五
米

11
三
・
五
米
の
間
隔
に
あ
っ
て
四
つ

あ
る。
北
よ
り
第一
一蹴
乃
至
第
四
競
と
教
え
る
と

第
三
競
が
最
も
大
き
く
第一
l
第
二
競
は
小
さ

ぃ。
蓋
石
の
賞
測
出
来
た
の
は
第
三
蹴
の
み
で、

断
商
闘
を
取
る
眠
な
く
蓋
石
は
取
去
ら
れ
た
の

で、
蓋
石
と
土
嬢
と
の
闘
係
は
園
上
で
は
推
測
で

あ
る。
長
さ一
・
四一
米
深
さ
四
七
糎
そ
の一
端

が
三
八
糎
程
度
の
深
さ
に
な
っ
て
い
る
の
で、
と

の
方
が
枕
で
な
か
っ
た
か
と
も
想
像
さ
れ
る。
平
商
圏
で
雨
端
は
関
形
左
旦
し、
壁
は
や
L
上
開
き
と
な
っ
て
い
る。
土
境
中
よ
り
鍛
器一
個

が
採
集
さ
れ
て
い
る。
長
さ一
九
糎、
幅
九
耗
の
細
長
い
先
の
尖
っ
た
も
の
で
あ
る
が、
根
本
か
ら
穂
先
ま
で
内
制
り
に
な
う
て
い
て
先
端
部

は
多
少
捻
れ
て
い
る。
用
途
は
明
か
で
左
い
が
我
が
園
の
前
期
古
墳
か
ら
端医
見
さ
れ
る
錨
に
類
似
の
姿
を
求
め
る
事
が
受
賞
で
あ
る
う。

右
蓋
土
壌
に
闘
す
る
畳
書

一

六

九
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石
蓋
土
壌
に
閥
ず
る
低調
書

第

三
競
を
除
く
外
は
貫
測
園
が
な
い
が 、
平
面
形
は
大
差
な
く 、

大
き
さ
は
第
二
・一ニ

競
が
七
十
糎
前
後 、

第

四
挽
は
約一
米
と
ゅ
う
か

一
七
O

ち 、
共
に
小
形
で
あ
る
事
が
注
意
を
惹
く 。

猶
校
庭
に
残
存
し
て
い
る
箱
式
石
棺一
基
は
九
枚
の
面
を
取
っ
た
石
で
組
立
て
ら
れ 、
長
さ一
・

五
米 、
幅
三
六
糎
深
さ
四
八
糎
程
度
の
も

の
で
棺
内
よ
り

素
環一
棋
の
小
短
剣一
口
ハ
長
さ
二
四
糎）
が
議
見
さ
れ
た。
箱
式
棺
は
校
庭
の
西
南
隅
に
も
壁
石
ら
し
い
立
石
が
掘
り
出
さ
れ

近
く
の
煉
瓦
積
の
小
屋
の
附
近
に
も
か
つ
て
二
基
の
石
棺
が
あ
っ
た
と
ゅ
う
か
ら 、
と
の
一
角
に
も
計
四
基
の
石
棺
が
石
蓋

土

績

と
共
存
し
て

事
が
残
念
で
あ
る。

い
た
と
ゅ
う

事
に
な
る 。
た
NL

箱
式
棺
の
蓋
石
が
全
部
賞
見
出
来
る
も
の
が
な
か
っ
た
の
で 、
土
塘
の
蓋
石
と
比
較
す
る
資
料
を
欠
い
で
い 、る

7、
小
倉
市
長
行
字
紙
窟

小
皐
校
と
同
じ
大
宇
内
で
あ
る
が 、
前
記
遺
跡
か
ら

北
方
約
七
百

米
の
丘
陵
地
上 、
小
洞
堂
の
横
に
道
路
ポ
開
撃
さ
れ 、
AT
ば
を
倒
り

去
ら
れ
た
石
蓋
土
境
が
露
出
し
て
い
る。
残
存
部
分
か
ら
す
る
と 、

小
島4
校
校
庭
の
も
の
と
ほ
ピ
同
じ
く 、

蓋
石
は
端
の一
枚
を
残
し
て

い
る
の
み
で 、
一
枚
は
就
に
取
り
は
づ
し

土

擦
の
前
に
立
て
L
あ
つ

た。
乙
の
壌
れ
か
け
た
土
壊
か
ら

十
米
位
先
に
や
は
り

箱
式
棺
の
側

石 、
が
三
枚
ば
か
り
か
る
う
C
て
残
っ
て
い
る。
と
の
附
涯
に
は
精
査

す
れ
ば
石
棺
や
土
擁
が
未
だ
多
く
出
て
来
る
で
あ
ら
う 。

現
に
す
ぐ

近
く
の
田
地
の
地
下
げ
の
際
に
多
く
の
平
石
を
掘
り

出
し 、
箱
式
棺

が
あ
っ
た
由
を
村
人
が
謹
言
し
て
い
る。

第

四国 紙園

土
績

賞測園
（縮分2分の1)

/' 

.『
崎、

p 、

\..,,,.,,,,.,,..,.. 



十
ク
ヨ
シ
カ
ワ
ラ
ガ
ク
シ

8
、

田
川
市
夏
官
香
春
隠
神
社
前

市
内
鱗
砲
町
の
西
に
高
燥
の
丘
陵
が
あ
る
が

、

と
の
台
地
の
土
に
は
庚
く

横
穴
古
墳
が
散
布
し
て
い
る
。

と
L
に
露
出
し
て
い
る
石
蓋
土
携
は
丘
陵
の
東
端
に
近
く
香
春
紳
一拡
と
云
う

小
さ
な
神
洞
の
前
の
鳥
居
の
傍
に
牟
を
壊
さ
れ
て

残
っ

て
い

る
o

乙
の
紳
一枇
の
境
内
地
恨
小
高
く
な
っ
て
盛
土
の
感
が
あ
り

現
在
の
朕
況
か
ら
方
喰
ら
し
く
も
見
え
る
が

、

猶
検
討
を
要

す
る

遺
跡
で
あ

る
o

従
っ
て
こ
の
士
擁
も

地
表
か
ら
一

米
の
所
に
蓋
石
が
見
え
る
o

多
分
道
路
披
張
の
際
に
で
も

蓋
石
が
持
去
ら
れ
た
と
思
は
れn
る
が

、

二
枚

夏吉土境賓測圃

孟 石
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殊
に
一

枚
の
石
は
幅
五
十
糎
に
鮮
か
に
朱
を
塗
っ
た
跡
が
み
ら
れ 、

土

だ
け
は
土
捕
の
傍
に
置
い
で
あ
っ
た。

共
陀
裏
側
に
朱
痕
が
見
え
る
が

事
が
知
ら
れ
る
o

底
部
は
幸
に
削
り

取
ら
れ
て
い
な
い
の
で

、

全
長

擦
は
四
十
糎
の
底
一明
を
持
つ
D
で
約
十
糎
の
底
す
ぼ
み
に
な
っ
て
い
る

の
畑
の
端
巴
は
石
棺
一

基
が
議
出
レ
て
い
た
G

ヱハ
五
糎
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
事
が
判
る
o

と
の
土
擦
の
北
約
百
米

9 、

福
岡
懸
京
都
郡
犀
川
町
山
鹿

昭
和
こ
十
七
年
春 、

閏
墳
の
封
土
で
あ
る
と
気
ろ
か
宇
土
採
り
し
た

所
か
ち
石
蓋
土
塘
が
二
基
護
見
さ
れ 、

そ
の
一
つ
か
ら
出
た
初
製
鏡
）

画
を
土
地
の
藤
波
牟
次
郎
氏
が
所
有
し 、

他
の
一
つ
の
掘
り
あ
げ
た
土
の
中
か
ら
小
銭
斧
が
議
見
さ
れ
て
い
る
o

こ
の
事
は
最
初
同
町
に
居
住

（縮闘2分の1)

＼ 

さ
れ
て
い
る
九
州
考
古
串
曾
合
員
の
原
口
信
行
氏
が
知
っ
て
早
速
懸
営
局
や
私
共
に
連
絡
が
あ
り 、

土
採
り
の
禁
止
に
手
を
議
さ
れ
た
が 、

止

第五闇
ま
やノ 、

終
に
石
柏
の
側
石
ら
し
い
も
の
が
露
る
与
に
至
っ
て
危
険
を
感
じ
た
の
で

、

私
は
田
頭 、 〆
原
口
氏
等
と
疋
規
の
手
績
を
踏
ん
で
調
夜
し

たo

何
れ
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
公
表
の
機
曾
を
持
つ
が 、

比
較
的
小
さ
な
石
室
で
袖
石
が
閉
塞
し
た
門
の
外
に
つ
い
て
い
る
の
が
珍
ら
し
い

若
輩
土
壌
に
闘
す
る
轟
書

七



石
蓋
土
壌
に
闘
す
る
畳
書

形
式
と
思
は
れ
た。
遺
物
は
干
線
鉄
三
本
を
含
む
織
片
恋
干
だ
け
で 、
か
つ
て
盗
掘
に
あ
っ
た
跡
が
歴
然
と
し
て
い
た。

勿
論
そ
の
年
代
は
土

七

擦
と
石
室
の
間
に
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
の
で 、・
雨
者
の
有
機
的
な
関
連
は
な
い
と
思
は
れ
る
。

扱
こ
の
二
つ
の
土
撲
の
平
面
の
形
は
雨
端
が
丸
味
を
帯
び 、

多
分
肩
の
部
位
と
推
測
さ
れ
る
所
の
幅
が
最
も
庚
い

。
と
の
E
確
な
賢
測
園
は

も
云
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た。

蓋
石
は
現
場
に
放
置
さ
れ
た
も

製
作
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
Q

そ
れ
は
掠
内
が
捜
劃
さ
れ
て
埋
戻
さ
れ
て
い
た
も
の
を
再
度
調
査
し
た
震
で
あ
る
が 、

の
を
見
た
が
五
六
枚
の
平
石
を
並
ぺ
て
あ
ハJ
た
と
ゅ
う
。

第
一
鋭
か
ら
後
見
さ
れ
た
鏡
は
径
十
糎
の
傍
製
鏡
で 、

銅
質

精
良
で
な
く
文
様
も
素
雑
の
感
を
免
が
れ
やノ
加
う
る
に
所
有
者

が
背
丈
を
磨
い
た
り
し
て
い
る
の
で

、

文
様
も
模
糊
た
る
も
の

に
在
っ
て
い
る
。

蕨
手
と
周
縁
に
内
行
花
文
ら
し
い
弧
文
が
あ

る
が
そ
の
配
置
が
整
然
と
し
て
い
友
い
。

猶
第
二
鏡
携
の
あ
げ

土
の
中
か
ら
後
見
さ
れ
た
銭
斧
頭
は 、

同
形
の
も
の
が
後
越
の

箱
式
棺
内
か
ら
も
後
見
さ
れ
て
い
る
。

山鹿土塘を菱自見遺物賓誤IJ園

（縮闘2分の1)
第六園

一
積
の
長
楕
図
形
ι

と
の
遺
跡 、
は
犀
川
の
北
に
連
践
す
る
丘
陵
の
一
端
で
小
園
墳
が
群
在
し
て
い
る
。

土
壌
に
は
勿
論
封
土
は
な
い
が
石
室
の
設
け
ら
れ
た
閲
境

い
る
Q

の
基
底
下
に
坦
設
し
て
い
た
Q

と
れ
に
近
接
し
た
（
国
墳
の
中
心
距
離
三
十
米〉
一
国
墳
は
箱
式
石
棺
が
あ
り

次
の
如
き
副
葬
品
が
知
ち
れ
て

銭
斧
頭
一

、

小
形
鎖
剣
一

、

小
刀
子
一

碧
玉
製
管
玉一
ニ 、

他
に
未
詳
鍛
器
三



刀子’

と
の
封
土
は
径
十
二
米
の
園
墳
で
あ
る
か
ら
箱
式
棺
の
年
代
を
考
え
る
上
に
も
副
葬
品
と
共
に
考
慮
す
べ
き
賭
が
あ
る
。

殊
に
土
捷
内
後
見

の
鎖
斧
頭
が
近
似
し
τ
い
る
貼
か
ら
も、

乏
し
い
副
葬
品
か
ら
土
擦
の
時
代
を
決
定
す
る
場
合
に
よ
い
資
料
と
な
る
o

m－、
一
踊
岡
懸
京
都
郡
犀
川
町
本
城
大
池
畔

本庄土擁護見遺物質測園
F

〈縮園2分col)
第七圏

ク

十

ワ

打、

大
分
懸
西
国
東
郡
高
田
町
来
縄

犀
川川
町
の
南
の
丘
陵
に
蜜
棺
箱
式
棺
の
群
在
す
る
古
式

墳
墓
地
が
あ
る
事
は
銃
に
紹
介
し
て
置
い
た
が、

原
口
、

田
頭
雨
氏
の
調
査
に
た
る
も
の
L

う
ち
、

土
績
が
一
つ
あ

る
。

と
れ
も
正
式
の
皐
的
調
査
で
な
い
震
構
治
の
王
確
な

も
の
を
園
示
す
る
事
が
m
来
な
い
が
長
さ
一
・
八
五
米、

幅
四
O
糎
の
箱
形
の
土
擦
の
上
に
蓋
石
六
七
枚
を
並
ぺ
た

も
の
と
ゅ
う、

強
底
陀
は
小
石
を
敷
い
た
欣
態
が
知
ら
れ

成
人
骨
が
伸
展
葬
さ
れ
た
欣
態
が
見
ら
れ
た
の
で
、

そ
の

人
骨
は
原
口
氏
の
努
力
に
よ
り
直
ち
に
九
大
欝
皐
部
の
金

開
丈
夫
教
授
に
鑑
定
依
頼
中
で
あ
る
。

塘
内
よ
り
の
後
見

品
と
偉
う
る
も
の
に
鹿
角
製
小
刀
子
一
、
康
形
錬
鉄
三
（
完

形
一

残
欠
二
）

が
あ
る
Q

「
史
談
」．
第
九
巻
第
六
競
i
昭
和
五
年
十
一

月
刊
！
巴
紹

介
さ
れ
た
論
文
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
が
、

未
だ
そ
の
雑
誌
を
見
る
事
が
出
来
な
い
の
で
、

次
に
同
誌
の
記
事
を
抜
翠
さ
れ
て
筆
者
に
詮
ら
れ
た

乙
の
資
料
は
大
分
鯨
杵
築
高
等
事
校
教
官
入
江
英
親
氏
の
調
査
広
よ
る
も
の
で
、

右
蓋
土
壌
に
関
す
る

且調
書

一

七
一一一



4 ... 

石
蓋
土
壌
に

闘
す
る

畳
書

入
江
氏
の
書
信
に
基
い
て
問
略
を
紹
介
し
よ
う。

一

七

回

こ
の
石
蓋
土
擦
は
高
田
町
来
縄
の
洪
積
台
地
に
位
し
て、

調
生
式
土
器
は
匂
合
欣
態
を
な
し
て
一
帯
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
。
営
遺
跡
は
附
近

に
さ
え
ぎ
る
も
の
L
な
い
庚
い
見
晴
し
の
よ
い
救
米
の
台
地
で
、
そ
の
周
圏
は
水
田
と
な
っ
て
水
系
の
存
在
を
示
し
て
い
る。
標
高
は
約
十
七

・
八
米
で
あ
っ
て、

匂
合
唐
は
表
面
よ
り
五
O
糎
位
下
に
約
二
O
l
三
O
糎
の
暦
を
な
し
て
い
る
。
土
器
は
そ
の
間
に
多
く
集
合
破
損
し
℃
い

る
が‘

中
に
護
相
と
考
え
ら
れ
る
大
き
な
童
形
土
器
が
二
個
口
を
合
せ
て
破
損
し
た
ま
L
埋
渡
し
た
も
の
が
あ
り、

右
の
匂
合
居
中
ほ
ど
水
平

に
横
た
え
ら
れ
て
い
る

Q

爾
方
合
せ
て
一
米
飴
の
も
の
で
あ
る
。
繭
生
式
土
器
に
は
高
さ
十一
二
糎
に
及
ぶ
厚
手
の
鼓
胴
形
の
器
台、
口
径
三
O

糎
に
達
す
る
薄
手
漠
形
高
杯、
凪
部、
口
一唇
部
に
於
て
著
し
く
外
方
に
突
き
出
る
細
頚
培、
一
刻
目
凸
骨
文
を
有
す
る
破
片
等
が
あ
る

Q

こ
れ
等

は
窪
棺
と
製
作
年
代
を
等
し
く
す
る
も
の
と
入
江
氏
は
認
め
ら
れ
て
い
る
Q

賓
物
を
見
な
い
筆
者
が
年
代
を
云
々
す
る
事
は
差
拡
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
右
の
記
述
で
は
蹴
生
も
中
期
以
降
の
も
の
で
あ
る
事
は
云
え
よ
う。

扱
こ
の
包
含
居
の
連
績
の
一
部
に
表
土
下
六
一
一糎
に
石
蓋
を
有
し
そ
の
下
空
洞
に
し
て、
そ
の
下
床
に
朱
が
敷
い
て
あ
るo

境
の
深
さ
は
四

コ
ニ糎．

幅
五
O
糎
で
断
面
は
舟
底
形
で
あ
る。
蓋
石
は
一
一檀
の
玄
武
岩
で
厚
さ
六
l一
一
糎
で
あ
る

Q

全
長
は
道
路
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
た

所
を「
賓
見
さ
れ
た
の
で
不
明
で
あ
る
。
乙
の
土
塘
が
墾
棺
や
蹴
生
式
土
器
と
同一
一居
位
に
後
見
さ
れ
た
事
は、

特
に
注
意
を
要
す
る
。

判M、

山
田
螺
吉
敷
郡
大
内
村
御
掘

山
口
市
郊
外
の
御
堀
の
石
蓋
士
擦
に
つ
い
て
は
皐
友
山
本
博
君
の
報
告
が
考
古
皐
雑
誌
に
二
回
に
亘
っ
て
紹
介
さ
れ
で
い
る
の
で
繰
り
返
す

必
要
も
な
い
が
そ
の
概
要
を
摘
記
し
て
訟
と
う
Q

遺
跡
は
仁
保
川
北
岸
に
迫
っ
た
山
塊
の
突
出
部
断
崖
に
禰
生
式
土
器
片
が
殻
見
さ
れ
に
事
か
ら、

注
意
さ
れ、

仰
れ
も
地
下
二
！一
ニ
尺
の
所

に
輩
。
如
く
板
石
が
並
ぺ
ら
れ
た
例、

及
び
底
陀
は
板
石
を
見
、？
と
ゅ
う
弘
津
始
氏
の
談
話
に
よ
っ
て
少
く
と
も一一一
基
の
石
蓋
土
携
が
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
再
度
。
調
査
に
よ
っ
て
叉
石
棺
と
土
擦
の
並
存
し
て
い
る
欣
態
を
国一
が
さ
れ
て
い
る
。
箱
式
棺
と
土
墳
は
共
に
そ
の
宇



四
O
糎
に
封
し
石
蓋
土
擦
は
二
O
糎
の
深
さ
に
あ
る。
擦
は
箱
形
に
穿
た
れ
て
い
た
様
で
あ
る。

を窃
り

取
ら
れ
て
い
る
が 、

壁
の
間
隔
は
一
O
糎
ば
か
り

の
至
近
距
離
に
東
西
位
に
平
行
し
て
設
け
ら
れ
て

いJQ
O

表
土
か
ら
の
深
さ
は
石
棺

将 、
朝
鮮
慶
街
南
道
金
海

陸
8

金
海
貝
塚
の
群
墓
花
関
し
て
は 、
鼠
に
極
本
籍
二
郎
氏
の
調
査
を
紹
介
す
る
所
が
あ
っ
た
が 、
箱
式
棺 、
讃
棺
支
石
墓
と
共
に
粘
土
捕
と
さ

れ
た
墓
境
ら
し
い
も
の
が
園
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
す
る
説
明
は
充
分
に
さ
れ
て
い
な
い
が 、
園
に
よ
れ
ば
雨
端
の
園
い
舟
形
の
撲
と
見
え

ハ
第一
巻）
に
記
越
さ
れ
て
い

る。
叉
近
く
の
鳳
嵐
台
の
一
角
道
路
の
切
り

取
り

商
に
石
蓋
土
擦
が
露
出
し
て
い
る
事
が
「
朝
鮮
古
蹟
綜
覧」

朝
鮮
牛
島
の
一
角
に 、
と
の
種
の
墓
擦
が
存
在
し
て
い
る
と
と
は
護
棺 、
石
棺
と
共
r

件、
す
る
関
係
に
於
て
も
最
も

注
意
を
惹
く
所
で
あ
る。

線、

括

以
上
九
州
北
部
主
中
心
と
し
て
朝
鮮
宇
島 、
山
口
燃
に
亘
る
遺
跡
十
三
ケ
所 、
敢
に
し
て
二
十
七
基
以
上
の
土
擦
に
つ
い
て
そ
の
概
略
を
記

し
た
が 、
そ
の
一
部
は
工
事
中
に
既
に
失
は
れ
た
も
の
記
録
の
及
ん
で
い
な
い
も
の 、
叉
賓
見
す
る
機
舎
と
暇
を
得
な
か
っ
た
も
の
も
あ
。

て、
時
に
必
要
な
鮪
を
欠
い
で
い
る
も
の
が
あ
る
の
を
断
は
ら
ね
ば
な
ら

ぬ 、
以
下
に
こ
れ
ら

の
資
料
を
基
礎
と
七
て
二
三
の
考
察
を
試
み
よ

う
と
思
う
の
で ．
必
要
事
項
を
表
記
し
て
観
察
の
便
に
供
え
て
置
と
う
Q

大サ！副葬品

小形

捕生式晴

小形
小形

｜錨器（錨）
小形

f方製鏡
錨 斧

刀子、鉄

石
蓋
土
墳
に
闘
す
る
且調
書 。

一
七

五
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石
蓋
土
壌
に
闘
す
る

魔
書

七
六

表

番観 遺跡名 蓋 境形 f舟形 共 存 基箱形

石 ー
舟
箱
箱

カ
1 石

石晴

石 舟
2 失 一 雪量 棺

失 箱

石
箱
箱

3 
石 喜善 棺
石
無 一

4 石ケ崎（｛亜i 
無
無無

舟
舟舟 番支石墓

棺
（石棺〉

5 目 尾 石 一 聾 棺

石

舟舟舟舟
6 石 墾聾 棺

棺石
石

7 祇 園 石 舟 石 棺

8 夏 吉 石 舟 石 棺

9 石
舟
舟 石 室石

10 本 庄 石 箱 喜善倍、石棺

11 来 縄 石 一 聾 桔
一

,12 郷 堀 石 箱 石 棺

13 無 舟 石棺、重量棺、支石基石 一

覧墓境壬二表第
話
1

遺
跡
の
概
報
は
プ
p
ン
ト
の
外
に
昭
和
二
十
八
年
一
月
十
一
日

九
州
考

、

古
車
曾
で
間
違
民
の
報
告
が
あ
り

建
物
は
玉
名
高
等
思
校
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
の
で
賓
見
さ
せ
て
い
た
ど
い
た 。

2

中
山
平
次
郎
博
士
「
井
尻
の
摘
生
式
遺
跡」
考
古
雑
誌
第
十
四
巻
第
十

ニ
披。

同第
十
二
焼。

3

水
野
清
一

、

島
田
貞
彦
氏
「
九
州
に
於
け
る

聾
棺
調
査
報
告」
人
類
皐

雑
誌
第
四
十一一一
巻
第
十
旗。

同
十
一
一瞬
蓮
載 。

4

中
山
平
次
郎
博
士
「
雑
飼
隈
騨
附
近
に
接
見
せ
る
石
蓋
土
壌
＆無

壌
土

境」

考
古
準
雑
誌
第
二
十
一
巻
第
九
続 。

因
に
雑
制
限
騨
は
筑
紫
郡
那

珂
町
婆
野
に
あ
る
が
遺
跡
は
剣
り

易
い
震
に
雑
制
限
の
名
を
左
づ
た
0

5

こ
の
調
査
の
概
要
も
本
年
一
月
十
一
日
の
九
州
考
古
車
曾
白
例
曾
の
席

上
田
頭
氏
よ
り

護
表
が
あ
のJ
た 。

「
井
尻
及
寺
踊
童
の
掘調
棺」
考
古
皐
雑
誌
第
十
七
巻



6
山
本
博
氏
「
周
防
御
堀
出
土
の
捕
生
式
遺
物」
考
古
皐
雑
誌
停同一
十
六

巻
第
三
披。

同

「
周
防
御
堀
田
土
の
踊
生
式
土
器」
考
古
皐
雑
誌
第
＝
十
六

巻
第
八
旗。

7

植
本
亀
次
郎
氏
「
金
海
貝
塚、
其
の
新
設
見」
考
古
皐
第
六
巻
第
二

盤。

自島

様

式

と

年

代

土
擦
の
中
か
ら

後
見
さ
れ
る
遺
物
は
数
多
く
は
な
い
が 、

そ
の
殻
見
さ
れ
る
遺
跡
が
藩
棺
や
石
棺
等
の
群
集
墳
墓
地
で
あ
る
事
か
ら

一

臆
繭

生
式
文
化
期
に
関
連
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た

。

然
し
吾
々
は
乏
し
い
乍
ら 、

前
に
あ
げ
た
土
境
内
の
遺
物
に
よ
っ
て
直
接
に
は
そ
の
年

代
を 、
推
知
し
得
る
資
料
を
持
つ
事
が
出
来
る
様
に
な
っ
た

。

先
イ
昭
和
六
年
中
山
博
士
の
紹
介
さ
れ
た
雑
鍋
隈
第
二
競
擦
に
於
け
る
繭
生
式
坊

が
問
題
と
な
る
が

、

と
れ
は
副
葬
品
で
あ
る
事
は
疑
な
く 、

蜜
棺
葬
に
於
て
も
亦
土
器
を
以
て
死
者
を
祭
る
習
俗
の
あ
っ
た
事
は
か

つ
て
官
例

を
以
て
推
論
し
て
な
い
た
の
h

u

猶
確
貨
な
例
と
云
え
よ
う
o

丸
底
の
と
の
種
の
土
器
は
禰
生
の
編
年
か
ら
云
っ
て
そ
の
末
期
に
位
置
す
る
典

型
的
な
形
で
あ
る
事
も
異
論
は
あ
る
ま
い

。

雑
前
隈
の
居
住
陛
も
亦
繭
生
末
期
の
土
器
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で

、

大
観
し
て
居
住
祉
と
墳
墓

と
が
同
一

年
代
の
も
の
と
云
う
事
が
出
来
よ
う
o

井
尻
の
境
内
に
護
見
さ
れ
た
と
云
う
土
器
片
も
蹴
生
式
土
器
で
あ
る
が
こ
の
あ
た
り
の
墾
棺

な
り

土
器
か
ら

見
れ
ば
中
期
或
は
後
期
の
も
の
と
し
て
よ
い
か
と
思
う
。

中
道
貝
塚
の
第
三
擦
を
被
覆
し
て
い
た
土
器
は 、

九
州
地
方
に
は
飴
り

見
受
け
な
い
様
式
の
大
形
柑
の
口
謹
部
で
あ
る
が 、

畿
内
櫛
目
土
器

併
行
の
中
期
と
推
考
し
た 。

境
内
の
御
領
式
土
器
や
石
器
等
は
後
の
混
入
の
疑
も
あ
る
の
で
採
り

上
げ
て
問
題
と
し
な
い

。

以
上
の
三
例
が
蹴

生
式
土
器
の
直
接
土
境
内
叉
は
蓋
部
に
税収
見
さ
れ
た
例
で

、

中
期
か
ら

末
期
に
か
け
て
の
時
期
に
比
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

次
巴
最
近
色
々
な
興
味
あ
る
調
査
に
よ
っ
て
明
か
と
な
づ
て
来
た
豊
前
地
方
の
遺
跡
か
ら 、

土
擦
の
新
例
と
副
葬
品
、前一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と

し
て
注
目
を
惹
い
て
い
る
。

長
行
第
三
披
嬢
内
か
ら
出
土
し
た
銭
製
品
は
断
面
が
宇
筒
形
主
な
づ
て
先
が
尖
っ
て
い
る
所
か
ら

朝
鮮
金
海
の
讃

石
蓋
土
壌
に
闘
す
る
血調
書

七

七



' ＼
’ 

智咽噌時押究巴信笹舟苧手ちち可4特L一一

発

j
J
 J

 

J
I

三
、

イ、
、
，J

 

石
蓋
土
壌
に
闘
す
る
費
書

園

×御堀

布分嬢土

夏舌

園

λ 白尾

i\ 

隈

尻

x

』酬

弁

雑

λ

第

〆〆.－

一

七

八

i ‘ 

守



唱

神間
2

棺
や
謂
原
で
後
見
さ
れ
た
青
銅
又
は
銭
製
の
利
器
は
似
た
鮪
も
な
い
で
は
な
い
が
、

む
し
ろ
我
が
古
式
古
墳
か
ら
往
々
一副
葬
品
と
し
て
後
見
さ

れ
る
釘
と
見
る
方
が
安
営
で
は
あ
る
ま
い
か
。

山
鹿
第
一

一抗
措
の
鏡
は、

初
製
鏡
で
内
行
花
文
蕨
手
等
を
薄
く
鋳
出
し
て
は
い
る
が
、

外
来
の
原
型
か
ら
離
れ
党
費
形
文
鏡
の
範
障
に
入
る

も
の
で
）

正
確
な
錯
浩
年
代
を
知
る
事
が
出
来
な
い
が
、

高
塚
古
墳
期
に
入
っ
た
遺
物
で
あ
る
事
は
推
測
出
来
よ
う
。

第
二
競
撲
か
ら
出
土
し

た
銭
製
斧
頭
も
亦
掬
生
期
の
も
の
と
し
て
類
例
を
見
宇、

古
墳
出
土
品
に
往
々
護
見
例
が
あ
る
も
の
で
叉
至
近
距
離
に
あ
る
小
国
境
内
箱
式
棺

に
も
類
似
し
た
形
式
の
斧
頭
が
あ
る
所
か
ら、

ζ
れ
も
や
は
り
古
噴
時
代
に
降
っ
た
遺
物
と
せ
ざ
る
を
得
－な
い
で
あ
ら
う
。

た
立
と
の
こ
っ
の

土
境
は
完
全
に
後
の
古
墳
の
培
丘
下
に
埋
存
さ
れ
て
い
る
の
で
‘

上
に
築
か
れ
た
石
室
の
年
代
に
よ
っ
て
そ
の
下
限
が
決
定
さ
れ
る
、

然
し
こ

の
石
室
と
て
も
内
部
は
か
つ
て
盗
掘
に
あ
っ
て
平
根
の
織
鉄
を
含
む
銭
器
小
残
片
若
干
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ぬ
扶
態
で
あ
る
の
で
、

石
室
の
構
浩
か
ら
年
代
の
手
が
か
り
を
得
る
外
に
途
は
な
い
、

と
の
石
室
の
構
造
は
側
壁
の
一
つ
に
一

枚
石
を
使
用
し
て
い
て
箱
式
棺
を
大
き

く
し
た
感
じ
を
持
っ
て
い
る
小
形
石
室
で
あ
る
が
、

叉
一

方
石
室
外
に
袖
石
を
付
け
た
横
穴
式
石
室
古
墳
の
姿
も
覗
え
る
も
の
で
、

佐
賀
膝
目

陸s

‘
達
原
古
埼
群
中
の
大
塚
古
境
に
類
例
を
求
め
る
事
が
出
来
る
。

犬
塚
吉
墳
は
目
達
原
古
墳
中
で
は
比
較
的
古
い
様
式
の
様
に
見
受
け
ら
れ
た
の

で
、

中
期
を
降
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
。

土
境
の
年
代
は
斯
く
の
如
く
漠
然
た
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

古
域
期
の
前
宇
の
或
時
期
に一
氏
定
し
得
る
と
と
が
云
え
る
に
過
ぎ
な
い
。

最
後

に
最
も
豊
富
友
遺
物
を
出
し
た
本
庄
の
例
は
大
形
鉄
の
形
式
に
就
い
て
年
代
決
定
の
手
掛
り
を
得
ら
れ
る
o

鹿
角
柄
の
刀
子
は
古
墳
時
代
金
期

佳
品

を
通
じ
て
殻
見
さ
れ
る
し
編
年
的
な
形
式
分
類
も
判
ら
ぬ
の
で
、

今
は
鉄
の
形
式
を
採
り
あ
げ
て
見
ょ
う
。

住
居

鍛
鉄
の
編
年
的
研
究
は
現
に
後
藤
守
一

氏
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て
い
る
の
で
、

同
氏
の
所
論
に
従
う
と
、

本
庄
よ
り
出
た
一
つ
の
五
角
形
の

肩
の
あ
る
形
と
v

中
央
に
柄
を
と
め
る
こ
。
の
孔
を
持
つ
無
柄
鉄
は
後
期
古
墳
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
Q

と
の
本
庄
の
例
は
吾
々
の
知
り
得
た

土
境
中
で
は
最
も
時
代
の
降
っ
た
も
の
と
云
え
よ
う
。

石
蓋
土
壌
に
闘
す
る
魔
書

一

七

九
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石
蓋
土
壌
に
闘
す
る
畳
書

〆
官

以
上
は
直
接
土
境
内
よ
り
後
見
さ
れ
た
遺
物
に
ま
っ
て
そ
の
年
代
を
推
論
し
た
の
で
あ
る
が
、

遺
跡
に
於
げ
る
他
の
様
式
の
墳
墓
や
出
土
品

一

八

O

に
よ
っ
て
も、

間
接
的
な
見
通
し
を
つ
け
る
事
も
出
来
る
Q

殊
に
こ
の
土
擦
が
切
り
離
さ
れ
た
軍
濁
境
基
で
な
く
、

群
集
墳
の
一

つ
と
し
て
理

解
さ
れ
る
熱
か
ら
考
え
て
も、

周
園
の
扶
況
を
一

臆
見
て
な
く
事
も
必
要
で
あ
ら
う
。

こ
の
場
合
、

外
国
か
ら
示
唆
さ
れ
る
年
代
は
、

結
封
的

の
も
の
で
な
い
事
は
や
は
り
警
戒
し
て
な
か
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

従
っ
て
、

以
下
に
述
べ
る
年
代
考
定
は
前
速
の
も
の
に
比
ぺ
て
、

第
二

次
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。

唱

最
初
に
中
道
遺
跡
の
例
は
前
に
も
述
べ

た
様
に
、

遺
跡
と
し
て
繭
生
式
古
期
の
土
器
を
豊
富
に
出
し
℃
い
る
の
で
三
例
の
土
壌
中
乙
れ
等
の

や
支
石
墓
ら
し
い
も
の
L
塵
術
調
査
を
倹
つ
べ
き
で
あ
ら
う
。

期
時
巴
相
営
す
る
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
云
う
推
察
も
抱
か
れ
る
。

と
の
墓
境
の
年
代
を
決
定
す
る
に
は
、

猪
周
謹
の
環
議
内
の
居
住
陛

来
島
石
ケ
崎
の
群
墓
に
於
て
は
二
十
三
個
に
及
ぶ
護
棺
の
形
式
分
類
で
は
、

古
き
は
夜
臼
式
よ
り
繭
生
の
初
期
中
期
後
期
に
亘
る
長
い
時
期

に
編
年
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
何
れ
の
時
期
に
設
営
す
る
か
は
猶
研
討
の
必
要
が
あ
ら
う
。

こ
れ
は
む
し
ろ
土
境
と
し
て
は
特
殊
の
形
を
し
て
い

る
の
で
、

土
境
自
身
の
編
年
的
な
考
察
か
ら
取
り
あ
ぐ
る
ペ
き
飴
地
を
残
し
て
い
る
様
で
あ
る
。

土
境
墓
地
域
に
伴
っ
て
後
見
さ
れ
る
境
基
様

〆

式
の
う
ち
最
も
教
の
多
い
の
は
墾
棺
で
あ
る
。

朝
鮮
を
含
め
て
十
ニ
ケ
所
の
遺
跡
で
窪
棺
の
見
ら
れ
な
い
の
は
熊
本
勝
中
道
、

小
倉
市
祇
園
、

一
隅
岡
鯨
夏
吉、

山
鹿
、

山
口
牒
御
掘
の
五
ケ
所
で
あ
る
o

而
も
中
道
と
御
掘
で
は
繭
生
式
土
器
が
附
近
よ
り
後
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
も

護
棺
と
同
じ
意
味
を
持
っ
と
と
に
な
る
。

所
で
こ
れ
等
の
嚢
棺
の
大
部
分
は
蹴
生
中
期
及
び
後
期
の
も
の
で
あ
る
が
、

前
期
の
も
の
と
し
て
中

と
併
せ
、

土
境
基
の
年
代
を
次
θ
如
く
圏一
が
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

道
、

石
ケ
崎
沢一
注
目
さ
れ
る
Q

叉
末
期
の
様
相
を
持
つ
も
の
は
小
倉
市
の
長
行
校
内
護
棺
が
あ
る
。

か
く
し
て
第
二
義
的
な
意
味
を
持
つ
も
の

第

土

境

年

代

表



調 生 期 古墳期
遺 跡

前 中 後 末 前 中 後

中 道 － × 

井 尻

雑働隈 ←→ × 

石ケ崎

長 行 一 × 

山 鹿 × 〉

本 庄 × 

御 堀 一

×副葬品に工る時期
一共存遺物に主る時期

備考

土
擦
の
形
は
既
に
越
ぺ
た
様
に
箱
形
と
舟
形
と
に
大
別
さ
れ
る
。

箱
形
と
は

箱
式
棺
の
如
く

長
方
形
の
峰摘
を
穿
つ
も
の
で

、

と
れ
に
は
殆
ん
E

石
蓋
が
あ

る
。

叉
無
く
て
も
失
蓋
土
臓
の
類
で
あ
る
。

構
迭
の
上
か
ら
も
箱
式
棺
と
深
い

関
連
が
あ
る
様
に
見
え
る
。

第
二
の
舟
形
と
俄
稽
す
る
形
式
は
長
軸
を
と
っ
て
前
後
の
端
末
が
丸
味
を
持

っ
て
掘
ら
れ 、

左
右
の
壁
も
上
践
が
り
の
傾
斜
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

そ
の
壁

の
傾
剥
が
最
も
著
し
い
も
の
は
石
ケ
崎
の
例
で 、

舟
底
と
云
う
に
ふ
さ
わ
し
い

－

形
を
と
る
。

豊
前
地
方
で
は
と
の
傾
斜
が
直
壁
に
近
い
も
の
も
あ
る
。

と
の
こ

つ
の
形
式
の
年
代
的
な
関
係
は

、

表
記
の
様
に
箱
形
が
繭
生
後
期
ハ
雑
飾
隈〉

と
古
墳
末
期
ハ
本
庄）

に
あ
る
の
に
封
し
、

舟
形
が
繭
生
中
期
か
ら
古
墳
前
期
に
及
ん
で
い
る
賭
か
ら
と
の
万
が
基
本
形
式
か
と
も

思
は
れ

る
。

但
し
こ
の
関
係
は
将
来
新
し
い
資
料
が
増
加
す
れ
ば
猶
反
省
を
要
す
る
時
期
根
来
る
か
も
知
れ
ぬ

。

兎
も
角
土
擦
は
舟
形
の
方
が
多
い
現

欣
で
あ
る
。

箱
形
の
擦
は
営
然
箱
式
石
棺
と
の
関
係
に
於
て
猶
考
慮
さ
れ
る
面
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で

、

後
に
述
べ
る
事
に
す
る
。

舟
形
は
人
韓
を
容
れ
る
に
最
も
濁
し
た
形
で
あ
ら
う
。

即
ち
肩
部
に
於
て
最
も
庚
く 、

繭
端
部
が
狭
く

千
百
形
に
於
て
長
楕
固
形
と
な
る
の

は
自
然
の
姿
で
あ
ら
う
が

、

土
擦
の
原
始
形
態
が
と
L
に
云
う
様
な
姿
で
現
は
れ
る
と
は
限
ら
な
い
Q

そ
と
に
は
箱
形
の
隅
角
を
に
ぷ
く
し
た

所
か
ら

舟
形
が
論民
生
す
る
と
云
う

逆
な
考
え
方
も
今
日
の
慢
階
で
は
全
然
否
定
し
去
る
事
も
出
来
な
い
。

絞
っ
て
と
L

で
は
時
代
的
或
は
地
理

的
左
特
性
を
強
調
せ
守
し
て

、

雨
様
式
の
併
存
す
る
事
賓
を
述
べ
る
に
止
め
よ
う
。

，択
に
蓋
の
問
題
で
あ
る
が

、

原
則
と
し
て
土
擦
は
石
蓋
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
蓋
石
に
は
安
山
岩 、

緑
泥
片
岩
等
の
板
朕
節
理
を
持
つ
も
の

が
多
く

捧
ば
れ
て
い
る
が

、

そ
の
敷
は
通
例
五
六
枚
並
列
し
て
す
き
間
を
粘
土
で
填
め
る
手
法
が
と
ら

れ
る
。

ζ
れ
は
箱
式
石
棺
で
も
同
様
に

若
輩
土
壌
に
関
す
る
畳一
番

一

八
戸

ー
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右
蓋
土
壌
に
関
す
る
畳
書

F又

見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

内
面
虻
朱
を
塗
る
事
も
亦
箱
式
棺
類
似
で
あ
り、

朱
は
従
来
の
報
告
さ
れ
た
限
り
で
は
酸
佑
鎮
で
あ
る
。

無
蓋
土
擦
の
費
例
は
石
ケ
崎
で
あ
る
が
、

と
れ
は
元
来
蓋
な
く
し
て
屍
韓
の
上
に
大
小
の
石
を
蔽
っ
て
更
に
土
を
被
せ
た
も
の

と

思

は

れ

る
。

と
の
遺
跡
で
は
塞
棺
に
も
亦
小
石
を
つ
め
る
例
が
あ
り
原
田
氏
の
あ
げ
ら
れ
た
賓
例
に
よ
る
も
そ
の
有
無
に
よ
っ
て
特
に
時
代
的
な
匝
別

が
さ
れ
る
様
に
も
見
え
ぬ
。

云
は
ば
浅
い
血
欣
の
凹
み
を
持
ち，

境
の
平
面
形
も
艇
の
庚
い
も
の
で
あ
る
か
ら
箱
式
棺
の
姿
か
ら
最
も
遠
ざ
か

っ
た
も
む
と一
五
え
る
で
あ
ら
う
Q

も
と
も
と
蓋
の
な
い
土
境
基
は
考
え
万
に
よ
っ
て
は
最
も
原
始
的
な
も
の
と一
式
え
る
か
も
知
れ
ぬ
。

即
ち
後

遺
の
如
き
石
器
時
代
の
墳
墓
が
開
錐
婚
の
墓
穴
を
掘
っ
て
土
を
被
せ
た
と
す
る
類
例
主
引
用
す
れ
ば
、

ま
さ
に
原
初
の
姿
に
近
い
も
の
で
あ
る

う
。

然
し
吾
々
の
と
L
に
観
察
し
て
い
る
土
憶
墓
の
諸
例
は
、

護
棺
や
石
棺
に
支
石
墓一
を
伴
っ
て
い
る
墓
地
に
荏
在
す
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら

ね
。

他
の
考
え
方
か
ら
云
え
ば
、

石
蓋
土
境
の
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
が
無
蓋
土
境
で
あ
る
と
も一
五
え
る
の
で
あ
る
。

恰
も
合
せ
窪
が
軍
奮
に
な

る
様
に
。

石
蓋
土
境
の
論民
生
源
流
に
就
い
て
は
猶
後
に
考
え
る
所
が
あ
る
。

話
1

史
鵡
第
五
十一一一
輯
拙
稿
番
棺
累
考〈

ご
。

2

梅
原
末
治
博
士
「
一
種
の
尖
頭
青
銅
器
に
づ
い
て
」

考
古
皐
雑
誌
第

巻
第

競。

佐
賀
麟
史
蹟
報
告
書
第
九
茄
「
目
謹
原
古
蹟
群」

4

神
林
津
雄
氏
「
万
子
に
づ
い
て
」

人
類
車
雑
誌
第
十
四
巻
第
七
披。

5

後
藤
守
一
氏
「
上
古
時
代
錯
雌臓
の
年
代
研
究
」

人
類
皐
雑
誌
五
十
四
巻

第
四
旗。

3 

四、

饗
棺
と
箱
式
棺
と
の
関
連

石
蓋
土
擦
の
分
布
は
上
述
し
た
様
に
北
は
朝
鮮
宇
島
の
一

角
金
海
か
ら
西
は
山
口
市
御
堀
に
及
び
、

南
は
熊
本
阪府
北
部
中
道
、

東
は
大
分
勝

の
北
部
来
縄
に
濯
し
て
い
る
が
、

他
は
福
岡
懸
内
で
九
ケ
所
を
数
え
分
布
閣
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。

と
の
分
布
図
は
蹴
生
式
窪
棺
の
分
布
図

と
ほ
ど
一

致
す
る
所
で
、

且
つ
叉
箱
式
棺
の
最
も
濃
厚
な
分
布
圏
で
も
あ
る
Q

後
見
敷
は
蓋
棺、

箱
式
棺
に
比
べ
て
最
も
少
い
が
、

議
見
さ
れ

る
遺
跡
に
於
て
三
者
が
共
存
し
て
い
る
事
が
多
い
事
も
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
Q

群
集
境
基
が
他
に
皆
ま
れ
て
地
表
忙
特
に
著
し
い
墳
丘
が
な



い
賭
も
三
者
共
通
す
る
性
質
で
あ
る
。

護
棺
や
箱
式
棺
に
幼
少
児
を
埋
葬
し
た
と
考
え
ら
れ
る
小
形
棺
の
存
在
が
注
意
さ
れ
る
事
も
屡
々
論
じ

た
が
土
擦
に
於
て
も
や
は
り
成
人
を
容
れ
る
事
の
出
来
な
い
小
形
の
も
の
が
あ
る
。

中
道
や
長
行
の
例
の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。

来
だ
と
れ
等

の
小
形
土
境
か
ら
人
骨
の
採
集
出
来
た
費
例
を
知
ら
ぬ
が
、

と
れ
も
我
が
原
始
壌
墓
に
み
ら
れ
る
一
つ
の
特
性
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

箱
式
石
棺
が
摘
生
の
文
化
期
か
ら
古
墳
時
代
に
至
る
迄
運
績
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
事
は
確
か
に
云
え
る
事
で
あ
る
。

西
日
本
で
は
高
塚
古

墳
。
時
期
に
於
て
国
境
又
は
前
方
後
園
墳
に
匂
蔵
さ
れ
て
い
る
例
が
知
ち
れ
て
い
る
。

既
に
一

方
に
於
て
大
小
の
封
土
内
に
存
在
す
お
箱
式
棺

が
あ
っ
て
豊
富
な
副
葬
品
を
出
し
て
い
る
の
に
、

他
方
で
は
封
土
を
持
た
ね
副
葬
品
に
乏
し
い
箱
式
棺
も
永
く
存
績
し
て
い
た
形
逃
が
あ
る
。

筆
者
の
賓
見
し
得
た
例
で
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
Q

陸
ー

鱗
鉄

幅
岡
牒
京
都
郡
稗
田
村
稗
田

大
分
勝
大
分
郡
由
布
院
町
桑
屋

直
方

位。2

須
恵
器

石
蓋
土
境
も
亦
乙
う一
宮
う
停
統
に
沿
っ
て
、

高
塚
古
境
の
は
る
が
に
降
っ
た
も
の
さ
え
（
例
本
庄
〉

見
出
さ
れ
て
い
る
。

と
れ
は
石
蓋
土
擦

の
盛
行
す
る
時
期
が
蹴
生
期
に
あ
る
事
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
事
は
勿
論
で
あ
る
。

窪
棺
の
存
績
し
た
年
代
に
就
い
て
は
何
れ
稿
を
改
め
て

幅
岡
勝
三
池
郡
高
田
町
飯
島
山
頂

論
及
し
よ
う
と
思
う
が
、

繭
生
の
絡
末
期
か
ら
降
る
も
の
は
殆
ん
ど
無
い
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

と
の
年
代
観
か
ら
考
察
す
れ
ば
、

石
蓋

土
擦
は
よ
り
多
く
箱
式
石
棺
に
併
行
的
で
あ
る
と
云
う
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

論
者
は
か
つ
て
こ
の
土
接
墓
を
「
粘
土
構
」

と
呼
ぴ
以
て
高

塚
古
墳
期
の
「
粘
土
掛
」

と
関
連
を
求
め
ら
れ
様
と
さ
れ
た
が、

近
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
粘
土
榔
な
り
粘
土
床
は
木
棺
の
床
を
匂
む
施
設
の
様

で
あ
る
か
ら、

直
接
の
蓮
絡
を
見
出’
す
事
に
は
困
難
を
感
歩
る
に
至
っ
て
い
る
Q

呆
し
て
こ
れ
等
の
土
境
基
が
箱
式
棺
と
相
関
連
し
つ
L
併
行

関
係
に
な
か
れ
る
と
す
れ
ば、

箱
式
棺
の
後
見
さ
れ
る
地
域
の
中
園
四
園
方
面
に
於
て
も
更
に
多
く
の
類
例
に
接
す
る
も
の
で
は
な
い
か
主
恩

う
が
、

わ
が
北
九
州
の
土
地
で
も
と
れ
が
注
意
さ
れ
た
の
は
近
年
で
あ
り
、

未
調
査
の
地
形
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
ゅ
う
感
も
深
い
。

又
賓
ノ

石
蓋
土
壌
に
a

関
す
る
獲
書

一

八

三



石
蓋
土
境
に
闘
す
る
畳
書

一

八
四

例，
が
判
っ
て
い
て
も
筆
者
の
知
見
に
及
ば
な
い
賭
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

殊
に
将
来
こ
の
地
方
の
古
式
群
集
墳
の
調
査
が
進
捗
し
て
叉
新
し

い
資
料
が
増
加
す
る
事
を
期
待
し
て
い
る
。

次
に
箱
式
石
棺
が
石
蓋
土
境
と
近
密
な
関
係
に
な
か
れ
る
と
す
れ
ば、

そ
の
起
源
に
遡
っ
て
何
れ

を
先
と
す
る
か
ど
問
題
と
な
る
。

土
境
基
が
土
中
に
擦
を
掘
っ
て
屍
館
主
埋
め
る
原
始
的
な
姿
と
す
れ
ば、

と
れ
を
以
て
土
境
基
を
最
初
に
置

か
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

然
し
今
日
吾
々
は
日
本
の
島
閣
で
こ
れ
等
の
墳
墓
が
濁
自
に
後
遺
し
得
た
か
に
疑
問
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

箱
式

棺
は
初
期
に
於
て
は
そ
の
副
葬
品
を
み
て
も
外
来
要
素
D
拐、
い
も
の
で
あ
っ．
て
、

半
島
の
墳
墓
様
式
に
刺
戟
さ
れ
て
成流
行
し
た
も
の
と
解
さ
れ

る
。

さ
す
れ
ば
無
蓋
土
境
↓
石
蓋
土
境
↓
箱
式
石
棺
と
ゅ
う
後
遺
系
譜
を
措
か
な
く
て
も
済
む
事
で
あ
ら
う。

更
に
は
叉
乙
L
に
石
器
時
代
の

墓
擦
か
ら
延
長
し
て
禰
生
期
の
土
墳
を
想
定
す
る
必
要
も
な
い
で
あ
ら
う
Q

然
ら
ば
又
逆
に
箱
式
棺
↓
石
室
土
境
↓
無
蓋
土
擁
と
ゅ
う
線
を
辿
つ
に
ら
如
何
で
あ
ら
う。

箱
式
棺
か
ら
石
蓋
土
掠
が
後
隼
し
た
と
す
る
考

え
の
方
が
む
し
ろ
誰
で
も
考
え
易
い
傾
向
を
持
っ
て
い
る
Q

そ
れ
は
境
の
形
の
上
で
も
箱
式
石
棺
の
壁
石
を
略
し
て
簡
軍
化
し
た
も
の
が
石
蓋

土
境
で
あ
る
と
考
え
易
い
か
ら
で
あ
る
。

然
し
五口
々
が
前
に
あ
げ
た
捕
の
形
は、

今
日
の
賓
例
か
ら
云
え
ば
舟
形
を
呈
し
て
い
る
も
の
を
基
本

方
式
と
認
め
た
い
の
で
あ
る
か
ら、

箱
式
石
棺
と
の
関
係
は
併
行
関
係
と
考
え
後
生
論
的
な
前
後
関
係
を
求
め
る
に
は
論
擦
が
充
分
で
な
い
。

し
か
し
年
代
か
ら
云
つ
で
も
併
行
関
係
を
示
し
て
い
る
の
で
土
壌
が
箱
形
を
呈
す
る
事
も
あ
り
得
た
事
で
あ
る
。

石
蓋
土
境
が
以
上
の
様
に
箱
式
石
棺
の
嬰
形
と
し
て
ビ
な
く
猫
立
し
た
墳
墓
様
式
と
し
て
取
り
扱
は
れ
る
立
場
を
主
張
出
来
る
と
す
れ
ば、

亡
れ
に
葬
ら
れ
る
人
々
の
枇
曾
的
な
方
位
如
何
が
問
題
と
な
る
で
あ
ら
う
Q

元
来
土
中
に
境
を
穿
っ
て
死
者
を
直
接
乙
れ
陀
葬
る
事
は、

古
来
土
葬
の
行
は
れ
る
所
で
は、

最
も
簡
車
な
方
法
で
あ
与
っ
。

然
し
な
が
ら

吾
々
は
こ
の
様
な
土
撲
が
繍
生
式
時
代
に
於
て
も、

せ
い
ぜ
い
前
に
数
え
あ
げ
た
程
度
の
石
蓋
土
境
が
注
意
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
他
の
最
も

多
か
る
べ
き
土
境
一
般
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と一
式
う
事
は
不
可
解
な
感
さ
え
懐
く
の
で
あ
る
。

そ
の
敷
が
最
も
調
密
に
群
集
す
る
嚢
棺

墓
地
に
於
で
さ
え、

凡
て
の
死
者
が
と
れ
に
葬
ら
れ
る
の
で
は
な
か
っ
た
事
は
既
に
之
を
論
じ
た。

限
ら
れ
た
人
々
の
墳
墓
の
外
に
、

護一
棺
な



ぽ
愛
知
勝
吉
胡
貝
塚
に
於
て
は、

り
そ
れ
よ
り
やJ
っ
と
少
い
箱
式
棺
に
葬
ら
れ
る
以
外
の
人
々
は
果
し
て
如
何
な
る
墳
墓
主
持
っ
て
い
た
で
あ
ら
う
か。
庶
民
と
云
う一
言
葉
が
こ

の
場
合
に
遁
営
す
る
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
が、

棺
に
入
れ
ら
れ
な
い
人
々
の
墓
穴
が
方
々
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
ゅ
う
想
像
が
出
来
な
い
事
も

な
い
が、
来
だ
吾
々
は
こ
の
様
な
一
般
階
居
の
凡
て
の
墳
墓
に
関
し
て
は
未
知
の
庚
野
に
さ
ま
よ
う
現
献
で
あ
る。
反
っ
て
縄
文
文
化
期
の
墳

墓
に
就
い
て
の
知
見
が
よ
り
豊
富
で
あ
る
事
も
奇
異
の
現
象
で
あ
る。
縄
文
後
期
の
頃
の
群
集
墳
墓
の
存
在
し
た
事
は、
人
骨
の
多
く
の
調
査

が
護
表
さ
れ
て
い
る
の
で
知
ら
れ
る
が、
土
中
に
埋
葬
す
る
に
営
つ
て
の
横
穴
に
つ
い
て
の
記
述
は
飴
り
多
く
な
い
。
清
野
謙
次
博
士
に
よ
れ

「
断
面
を
遺
る
と
人
骨
埋
渡
部
は
貝
屠
下
部
か
ら
小
さ
な
竪
穴
朕
の
凹
み
部
分
が
鈍
園
堆
形
献
に
穿
に
れ

ヨ

句。

て、
其
の
中
に
人
骨
が
埋
波
さ
れ
て
い
た」
の
で
あ
っ
た。

貝
居
中
の
人
骨
埋
葬
は、
と
の
墓
境
を
た
と
え
掘
っ
た
と
し
て
も
確
認
す
る
事
は
困
難
で
あ
ら
う。
こ
の
様
な
献
況
で
あ
る
か
ら、
J

摘
生
期

の
土
境
が
先
行
文
化
期
の
墓
境
と
乞
う
ゆ
う
関
係
に
な
る
か
明
か
に
さ
れ
な
い
。
こ
れ
等
の
土
境
内
に
於
て
護
見
さ
れ
る
遺
物
は
必
やノ
し
も
豊

宮
と
云
う
語
に
は
い
か
な
い
。
然
し
同
巴
時
期
の
護
棺
や
箱
式
棺
に
し
て
も
副
葬
品
を
持
つ
も
の
は
金
瞳
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
も

の
と
考
え
る
の
で、
特
に
土
境
の
遺
物
が
少
い
と
ゅ
う
蹄
結
は
出
て
来
な
い
で
あ
ら
う。
少
い
乍
ち
も
二
三
の
副
葬
品
が
後
見
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
被
葬
者
に
劃
す
る
何
程
か
の
重
葬
蹴
が
指
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る。
殊
に
土
擦
の
掘
穿
と、
朱
を
塗
り
粘
土
で
目
張
り
を
な
す
等
手

の
込
ん
だ
工
作
も
と
ち
れ
て
い
る
か
ら、
石
器
時
代
の
様
な
擦
を
掘
っ
た
ま
L
埋
め
る
と
い
っ
た
筒
車
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
事

を
改
め
て
認
識
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
Q

石
筆
土
擦
は
僅
か
の
失
輩、
無
蓋
を
含
め
て
原
始
墳
墓
様
式
に
於
て
は
数
少
い
も
の
で
あ
っ
た。
議
棺、

箱
式
石
棺
と
伴
っ
て
「
つ
の
埋
葬

様
式
と
し
て
蹴
生
期
の
群
集
墳
墓
に
共
在
す
る
も
の
が
あ
っ
て、
そ
の
原
始
的
な
姿
に
か
L
わ、
ら
やノ、
必
歩
し
も
原
始
墳
墓
の、
王
座
を
占
め
る

も
の
で
は
な
か
っ
た。
そ
の
跡
を
叉
後
の
古
墳
時
代
広
迄
引
く
事
は、

箱式
石
棺
と
最
も
近
い
関
係
に
沿
か
れ
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら

ャ

「ノ
Q

石
蓋
土
壌
に
関
す
る
鳳調
書

一

八

五



有
蓋
土
壌
に
闘
す
る
魔
書

韓
1

何
等
封
土
を
持
た
ぬ
箱
式
棺
内
よ
り
鎖
鎌
一

個
を
採
集
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